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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら

２０

２１

１６

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

　

問　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
全
国

の
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
、
市
主
催
の

健
康
事
業
や
介
護
予
防
事
業
に
参

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

市
民
の
健
康
を
よ
り
一
層
増
進

す
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を

加
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、小
・
中
学
校
へ
の
寄
付
や
施
設

利
用
券
へ
の
交
換
が
で
き
る
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
始
め
た
。
特

に
、
地
域
の
子
ど
も
や
孫
の
た
め

に
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
る
こ
と

が
、
高
齢
者
の
参
加
意
欲
を
高
め

て
い
る
。
本
市
が
行
っ
て
い
る
健

康
推
進
事
業
と
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
市
民
の
健
康
を
増
進
し
、
医
療

費
削
減
も
期
待
で
き
る
と
思
う

が
、制
度
の
導
入
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

本
市
で
は
、
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
各
地
域
の
健
康
あ
や
せ
普
及

員
に
よ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
、
各
種
施
策
や
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
市
民
が
自

主
的
に
健
康
づ
く
り
へ
参
加
し
て

い
た
だ
く
点
で
独
特
な
手
法
で
あ

る
と
考
え
る
。
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
充
実
す
る
視
点
か
ら
、

す
で
に
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
の
事
業
内
容
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
県
域
の
健
康

づ
く
り
協
議
会
で
情
報
交
換
を
し

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
先
進
的

な
事
業
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て
」
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
に

つ
い
て
」
「
行
革
・
協
働
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
藤
多
恵
子

　

問　

大
津
市
の
い
じ
め
問
題

は
、
全
国
的
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
教
育
委
員
会
や
学
校
の

対
応
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
そ
の

隠 
蔽 
体
質
に
、
批
判
の
声
が
上
が

ぺ
い

っ
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
問
題
を

いじめ問題をどう

とらえ新たな課題

へ対応していくか

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
対
応
し
た

の
か
。
ま
た
、
学
校
裏
サ
イ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
い
じ
め
は
、
目
に
付
き

に
く
い
だ
け
に
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
対
策
に
は
、
子
ど
も
自
身
が

善
悪
を
判
断
で
き
る
力
を
養
う
、

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
重
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
他
市
で

は
、
行
き
過
ぎ
た 
誹  
謗 
中
傷
を
監

ひ 

ぼ
う

視
す
る
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
と
聞
く

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
ど
の
学

校
で
も
起
こ
り
得
る
と
と
ら
え
て

お
り
、い
じ
め
を
隠
さ
ず
、迅
速
で

的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
件
後

に
は
、
い
じ
め
防
止
を
訴
え
る
文

書
を
児
童
・
生
徒
に
、
家
庭
用
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
保
護
者
に
配
付

し
た
。
本
市
で
は
、
既
に
全
小
・

中
学
校
で
情
報
モ
ラ
ル
指
導
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
成
長
に
合

わ
せ
た
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
進
め

て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
生
き
が
い
芸
能
大
会

に
つ
い
て
」
「
公
園
を
よ
り
魅
力

的
に
す
る
た
め
に
」
を
質
問
）

昨年との比較
歳出決算額会　計　名

伸　率増　減

４．７％１２億２，３６２万円２７１億４，３１２万円一 般 会 計

４．４％３億８，６５７万円９２億４，０７７万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

△ ９．１％△２億７，８２０万円２７億７，３０４万円下 水 道 事 業

４．０％３，１６６万円８億３，１６５万円深谷中央特定土地区画整理事業

７．６％２億１，５２７万円３０億５，７０５万円介 護 保 険 事 業

５．１％２，７５８万円５億６，７８７万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

２．４％３億８，２８８万円１６４億７，０３８万円計

３．８％１６億６５０万円４３６億１，３５０万円合　　　計

平成２３年度各会計の決算規模

（５８．４％） （４１．６％） 

市税 
４６．４％ 

国・県支出金 
２３．１％ 

地方消費税交付金・ 
地方特例交付金・ 
地方交付税など 
８．５％ 

市債 
５．０％ 

国有提供施設等 
所在市町村 
助成交付金等 
４．３％ 

総務費 
１１．２％ 

教育費 
１０．６％ 

衛生費 
８．２％ 

公債費 
６．６％ 

消防費 
３．９％ 

その他 
４．２％ 

地方譲与税 
０．７％ 

使用料及び手数料 ０．５％ 

繰越金 ４．５％ 

民生費 
３４．２％ 

土木費 
２１．１％ 

分担金及び負担金 ０．７％ 

（５８．４％） （４１．６％） 

２８０億 
６，０７４万円 

歳入総額 

２７１億 
４，３１２万円 

歳出総額 

自
　
主
　
財
　
源 

依
　
存
　
財
　
源 

財産収入・寄付金・ 
繰入金・諸収入 
６．３％ 

一般会計決算歳入・歳出の状況

市の鳥「かわせみ」


